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肥料条件を異にした小麦および水稲の

　　　　葉身内組織泳動蛋白一予報

（作物の耐塩生態型に関する研究）

小合龍夫1堀江保博1西川省造※（作物学研究室）

　　　　Tatsuo　OG◎，Yasuh1ro　H0RIE　and－ShOzδNIsHIKAwA

On　the　So1ub1e　Protein　in　Leaf・B1ades　of　Wheat　and　Rice　P1ant

　　grown　und．er　the　D1fferent　Nutr1ents－Prehmmary　Report

　　　　　　（Studユes　on　the“Sa1t　To1erance”ユn　Crops）

　作物の種類，あるいは晶種の中には同じように塩水で

処理されても被害の程度を異にするものがあって言その

程度の小さいものを従来耐塩性作物，または耐塩注晶種

と呼んでおり，このような耐塩峰は作物体の本質による

ものとして考えられていた。しかし，耐塩性晶種でも生

態要因のいかんによっては必ずしも被害が小さいとは限

らないし，一一方耐塩性の低い晶種でも比較的高濃度の塩1

水処理に耐える場合もあって，耐塩性といわれる瞥性は

外的条件によって変動し易い性質ともいえる．したがっ

て，筆者らはこのような耐塩性とは区別して，あらたに

耐塩生態という概念を設げ，塩分環境下でも比較的正常

に近い生育を行なおうとするものを耐塩生態型と呼ぶこ

とにした．

　生聾要因が塩水被害の発現の様相を左右することはす
　　　　　　　　（6）（8）
でに多く指摘した。すなわち，肥料条件，日照量，気

温，空気湿度などは塩水被害の実相を異にさせ，その発

現，進行に遅速を与える要因であった、なかでも肥料条

件の相違たよる場合では，有N条件，また武質肥料の多

用は塩水被害の発現，進行を抑制することが明らかにさ

れ，またP質肥料も被害を軽減するのに有効であった。

さらにこれらのことから，塩水被害の発見にあたっては

蛋白を主軸とする内的代謝機能の掻乱におげる解析を重
　　　　　　　　　　　　　　　　　　（8）（ユO）
視しなげれぱならないことも推論してきた。

　植物の組織泳動蛋白については，近年その生理的重要

性に着眼され，植物におげ局重要な組織に質，量ともに

複雑にあらわれ，内的，外的条件の変動によって動的な行

動をとることが明らかにされ，Stress　physio1ogyの面

への利用を著しく高めている。皿とくに植物の耐凍性と施

肥条件とρ関連にあっては・これに関与するであろうと

考えられたN一化合物のうち，この可浄性蛋白の行動だ

※現在　島根県農事試験場

げによってその説明を可能にしたことが報告され，注目
　　　　（ユ）
されている、

　塩水被害の発現，進行に対する体内N一化合物の変化

については，塩水によって処理されると体内の岬は高濃

度1e▽e1において蛋白合成の阻害がおこると報告されて
　　　（13）
いるが，前述した有N条件，またN質肥料の多用が塩水

被害を軽減することに対して，なお充分の説明に至って

いない、

　本研究はこれらの意味から耐塩生態型のもつ特性を明

らかにするもののうち，可溶性蛋白の質的，量的の行動

を追跡せられたもので，本報では耐塩生態型のうち，と

くに肥料条件を異にした場合の可溶性蛋白のろ紙電気泳

動像を概観したものである。

　本研究を実施するにあたって御助言を与えられた京都

大学教授長谷川浩博士，およひ本学高野圭三教授に謝意

を表する．

　　　　　　　　材料および方法

　I　小麦の場合1（i）N質肥料の量を異にした場合一一

小麦農林ア2号をガラス室内ポットに播種（／％0年／0月20
　　　　　　　　　　　　　　（8）　　　　　　　※※
目），砂耕した、肥料条件は既報の基本培養液に使用し

た塩類のうち，N恥N03を3倍量，％倍量として与え

た2区を設げ，試料は①／％／－3－10，②1％1一ろ一27，葉

位別に採取して，含まれる可溶性蛋白のろ紙電気泳動像

を此較した。なお，／％0一仏23に1％NaC1族を用いて

塩水処理を行ない，試料採取時におげる塩水被害程度を

塩水処理を行なわない個体の泳動像に対応せしめた、

　（ii）要素欠条件を与えた場合一小麦農林72号をガヲ

ス室内ポ．ツトに播種（1％0－／1－／）・砂耕し・肥料条件
　　　　（8）
として既報の異なる要素欠条件を与え，1％1－3－2，各区

※濠　MgS04・7H20の量を164．3に訂正
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の頂葉直下葉について此較した．前者と同様，泳動像に

塩水被害程度を対応させるため、1％0一仏20に1％NaC1

液で処理した．

　泳動試料は両者とも葉身を細断，磨砕，搾汁後遠沈し

（3，500叫㎜一5分），その上澄液を用いた。ろ紙電気

泳動法に用いたろ紙は東洋ろ紙κ5／（／2．5cm×26．0

む皿），泳動枠の長さは16．0c皿，染色液は昇禾飽和一

B・P・Bエタノーノレ1％液および0．5％酷酸液で，測定

はデンシトメーター法により580mμ，スリット巾2mm

におげる吸光度を求めた国その他の泳動条件は次めよう

である。

　（i）一①の場合1Buffer＝燐酸塩混合液（PH6．0，

μ＝0．05ア）ヨ軍流＝0．5mA／c㎜定電流，電圧＝250Y～一

300V，温度＝ア．0～12．0．C，泳動時問＝5時間，試料

容量＝0．01㏄／／．5c㎜，原点：陰極へ4cm。

　（i）一②の場合：Buffer，電流は（ii）

分間），その上澄液を用いた。泳動条件は次のようであ

る。

　皿一①の場合　Buffer：Verona1－Borate液（pH

8．5，μ：0，052）の3倍液，電流＝0．24mA／c：m定電流，

電圧：約260V，温度：27．5◎C，泳動時間＝2時間20分，

試料容量＝0．02㏄／1．5cm，原点＝陰極へ4cm、

　皿一②の場合：Buffer争電流は①と同じ。電圧一約

3／0Y，温度＝26．0～27．0◎C，泳動時間＝2時間，試料

容量＝0．01㏄／1．5cm，原点＝陰極へ3cm。

結果および考察

　I　小麦の場合　第1図にはN質肥料の多少と可溶注

蛋白の泳動像の変化を葉位別に示し走．これによると塩

水による処理を受げた場合の被害の少ない多N条件下の

個体は元未各葉位とも可溶性蛋自濃度が高い田また塩水

と同じ。電圧＝200V～100V1温度＝

10．5～14．5oC，泳動時間＝；5時間20分，

試料容量＝o．01㏄！1．5cm・原点i陰極

へろC㎜、

　（ii）の場合：Buffer＝燐駿塩混合液

（p亘6．8、μ＝0，063），電流＝0．5㎜A／c皿

定電流，電圧＝200V～390V，温度＝

14．5～15．5．C，泳動時間＝5時間，試

料容量＝0．01㏄／1．5c皿，原点＝陰極へ

4c㎜。

　皿　水稲の場合：水稲伊万里1号（す

でに耐塩性晶種といわれている）および

水稲農林1号（筆者らの晶種比較試験の

緒果からでは塩水被害の比較的大ぎい群

に属している）の2晶種を用い，ガラス

室内ポツトに播種（／％1－6－3），砂耕

した。1％／－7－6まで標肥条件におき，

その後，基本培養液のNH4N03

量による3N・P・K，P・K
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0　1　2　3　4cm　0　1　2　3　4c血　0　1　2　3　4c㎜
　　泳　動　距　離

葉位は止め葉を第1葉とし，（）内数字は塩水処理した場合の葉身楮死量，

A－series：1961－3－10，B－s跡ie8：1961一ろ一2ア

第1図　N質肥料の量を異年した小麦におげる葉位別葉汁蛋白のろ

　　　　紙電気泳動図

の2肥料条件を与えた。伺時

に，塩水被害の程度を対応さ

せるために，0．8％NaC1液

で塩水処理を行なった．処理

時の葉位は両晶種とも第8葉

’の抽出時で，試料は処理時の

既展開葉第7葉を対象とし，

①処理後4目目，②同13目

目の泳動像を比較した．泳
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闘蹄㈹ 繍蹄箇 帯（1） 闘“2） 隊⑳

　　　　　　　　　　　　　　　　　0　1　2　3cm　　1　2　3cm　　1　2　3cm　1　2　3cm　1　2　3c㎜

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　泳　動　距　離

　　　　　　　　　　　　　　　　　　（）内数字は塩水処理した場合の葉身枯死量

　　　　　　　　　　　　　　　　　第全図　肥料要素欠条件下の小麦におげる葉汁蛋白のろ紙電気泳動図

動試料は葉身生体重19に対して蒸溜水1㏄，石英砂　　被害の発現多進行は下位葉から上位葉におよぶ局所性を

O・59を加えて磨砕・搾汁後遠沈し（3，500叫肌一5　　もっているが，その被害の大ぎい下位葉では同じN条件
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